
 

第１期～第４期のＳＳＨにおける研究の流れ及び研究成果について 

１ 本校ＳＳＨにおける第１期～第４期の研究の流れ 

  今年度で第４期５年目（21 年目）となる。第１～４期の研究の流れを、以下の表にまとめた。 

期       １期       ２期       ３期 経過措置 

年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 

              

研
究
テ
ー
マ 

｢数学・理科に重点をおいたｶﾘｷｭﾗﾑ編成｣ 

・ 国際社会で活躍できる科学技術系 

人材育成 

・ 大学・小中学校・研究機関・民間 

企業と連携した先進的な理数系教育

の構築 

「環境適合型社会創出に向けた国際 

感覚のある科学技術系人材の育成」 

・ 英語科・情報科と連携した国際感覚

を深めるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 

 

 

「持続可能社会構築を実践するｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の育

成と評価法の研究」 

・ 生徒の主体的・協働的な活動からの人材育成

の方法の構築 

・ 探究活動による生徒の到達度を検証する客観

的評価法の確立 

             

育
成 

す
る
力 

     論理的思考力  論理的思考力  表現力   論理的思考力  表現力 

 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(ﾈｯﾄﾜｰｸ)力 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力 

              

探
究
活
動 

ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ科 

１年「自然探究の方法」 

  （理科４分野基礎実験） 

２年「自然科学研究」 

  （課題研究） 

 

 

１年「自然探究の方法」 

  （理科４分野基礎実験） 

２年「自然科学研究」 

  （課題研究） 

３年「科学英語表現」 

  （英語での実験、英文ﾚﾎﾟｰﾄ） 

 

１年 探究Ⅰ「自然探究の方法」    

（ﾐﾆ課題研究） 

２年 探究Ⅱ「自然科学研究」 

   （課題研究） 

３年 探究Ⅲ「科学英語」 

   （課題研究の英語発表等） 

 神戸市立六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ高と合同中間発表会 

 

 

 

 

 

 

＜全校的な探究活動＞ ― 小田高ﾘｻｰﾁ ― 

２年「探究応用」 総合的な学習の時間を活用した探究活動     

○ 研究発表会の充実 

    探究応用発表会(普通科､国際探求学科､看護医療･健康類型の発表会） 

      → ＳＳＨ生徒研究発表会（全学科発表会） 

        国際探求学科・普通科 

 

 

 

 

 

 

             

各
期
の
新
た
な
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
組 

○ 学校設定科目の開発 

①｢ｻｲｴﾝｽ基礎｣(普通科１年３単位) 

   物理・化学・生物の融合科目  

※現行教育課程(理科３分野履修)の先行研究 

②｢ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ｣(ＳＲ科２年１単位） 

保体・家庭・地歴・国語の連携科目 

 

○ 大学･研究所･小学校との連携  

 地学野外実習、DNA解析実習、県立ｺｳﾉ

 ﾄﾘの郷公園研修、科学講演会、小学生

 算数・理科教室等 

○ 行政機関等との連携による環

 境問題を重視した課題研究 

県環境農政部・阪神南県民局・国土交

通省・海上保安本部等との連携による

大阪湾での環境調査 

○ 英語を重視した自然科学教育 

 「科学英語表現」(３年)において英語で

の指示による実験や課題研究の英語

発表を実施 

○ 情報科と英語科の連携授業 

  ｢情報の科学｣(１年)において情報機器

を活用し英語でのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを実施 

○ 京都大学と連携した探究活動等の評価方法の研究 

①ＳＲ科「自然科学研究」(課題研究)における 

ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを作成し､ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを活用した評価を実

施 

②重点枠における生徒実行委員会の共同研究を

通した能力向上を測るﾙｰﾌﾞﾘｯｸを作成し、ﾙｰﾌﾞ

ﾘｯｸを活用した評価を実施 

③国際探求学科・普通科の探究活動｢探究応用｣

のﾙｰﾌﾞﾘｯｸを作成   

④探究学習スキルと学習スキル・論理的思考の伸

び、教科と探究の成績の相関に関する研究 

（H29～） 

     

 

 

 

 

 

       

コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ 

重
点
枠
等 

 

 

 

 

◎コアＳＳＨ 

「DNA解析による縄文人

・弥生人の研究」 

 

◎コア

ＳＳＨ 

 

 

△交流

会支援 

◎ 

重点枠 

 

 

◎重点枠 

｢汎用性のある高校生版

環境教育プログラムの

実践を通した人材育成｣ 

◎重点枠 △交流

会支援 

 

     ◎ コアＳＳＨ「海洋付着生物の DNA 解析」   

△ 交流会支援｢海の環境を考える高校生フォーラム｣        

◎ 重点枠「汎用性のある高校生版環境教育プログラムの実践を通した人材育成」      

◎ 重点枠「地域とともに行動・提言・貢献できる人材育成-環境・防災等学際的課題の解決に向けて-」 

△ 交流会支援｢新たな広域連携の開発｣ 



 

 

 

 

期 ４期 

年度 R3 R4 R5 R6 R7 

  

研
究
テ
ー
マ 

「探究的学びの深化により学際的課題を解決できるｼｪｱﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟをもつ人材育成」 

＜探究的学びの深化＞ 

課題設定能力育成による課題研究の質向上 

＜成果の発信・普及＞ 

探究活動の指導・評価法、教科への広がり等の成果をﾏﾆｭｱﾙにまとめて広く発信 

  

育
成 

す
る
力 

多様な視点で見る力  課題設定する力  深く洞察し解決する力  協働で参画する力 

   

探
究
活
動 

＜SR科の探究活動＞  

課題研究を発展深化させるカリキュラム開発、「理数探究」のモデルの確立、次の段階の科目開発 

１年 「理数探究基礎」（課題研究の基礎）、「探究情報」  

２年 「理数探究応用」（課題研究） 

３年 「理数探究実践」（課題研究の英語での議論等） 

＜全校的な探究活動＞ 学校設定科目の設置、３年間の段階的指導 

１年  全学科 「探究情報」   国際探求学科 「国際探求基礎」 

２年  普通科 「探究応用」          「国際探求応用」 

３年      「探究実践」          「国際探求実践」  

○ 研究発表会の充実 

 探究応用発表会(普通科､国際探求学科の発表会） → ＳＳＨ生徒研究発表会（全学科発表会） 

   

重
点
的
な
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
組 

〇 探究活動の実践モデルの開発 

① 「探究情報（探究基礎・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ）」、「理数研究応用」、「理数探究実践」を設置 

② 探究活動の評価方法の確立（京都大学との連携） ③ 授業外からの課題研究のｻﾎﾟｰﾄ（ﾘｻｰﾁｻﾎﾟｰﾄ） 

 

〇 成果の発信 

① 各教科における探究活動の事例集を作成  ② 探究活動の蓄積を基に尼小田版探究活動ﾏﾆｭｱﾙを作成 

 

〇 探究活動による授業改善と教科横断型の取組  〇 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点と英語で議論する力の育成 

 

〇 行政機関との連携した探究活動による地域社会への貢献  〇 ｵﾝﾗｲﾝ等の ICT 活用と効果の検証 

  

コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ 

重
点
枠
等 

◎重点枠 

「多様な広域連携によるＳＴＥＡＭ教育を通して地域課題解決に取り組める人材育成」 

 


